
喜
一
霊
一
=
E
一
一
一
E
Z
一
一
一
一
室
霊
童
=
一
=
=
一
霊
童
三
重
一
言
霊
=
=
重
量
喜
一
E
=
一
一
望
=
=
一
三
喜
一
一
言
霊
Z
E
E
-
z
z
z
E
亘
書
呈
=
=
亘
書
=
E
E
Z
霊
一
三
雲
=
二
司
羽
田

争
己
壬
ー
が
募
る
な
か
、
失
業
の
受
ぱ
皿
に
な
る
一
一

開
と
考
え
る
べ
き
だ
。
株
や
土
地
と
い
っ
|
寸
l

迎
小
女

F
宝

一
バ
l
w
wむ
必

乍

Y
ぷ
県
川
公
共
部
門
ま
で
尉
政
構
造
改
革
守
細
ら
一
一

一
価
格
変
動
の
彫
響
を
強
く
受
け
る
か
ら
・
従
来
の
経
済
学
で
は
、
所
得
は
一
時
と
ζ
ろ
が
、
日
本
政
府
は
バ
ブ
ル
を

-
M

w
d

42・
4
M
h

覚
悟
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
わ
ず
、
そ
の
結
果
、
商
品
が
売
れ
残
命
」
乙
な
り
や
す
い
。
成
熟
在
会
は
不

小

野

善

康

氏

一

と

い

う

の

も

、

最

気

は

株

や

土

地

の

り

、

富

豪

認

さ

せ

て

い

く

。

器

削 

ζ
り
や
す
い
と
も
い
え
る
。 

d h
轟
箆
襲
撃
F

i
l
l
1
1
L

民
睡
眠
棚
歯 

F
・
2
一
だ
。
多
く
の
人
が
好
混
だ
と
思
え
は
、
的
に
貯
蓄
に
回
っ
て
も
、
将
来
必
ず
梢
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
悪
者
と
し
て

孟
圃
摩
欝
聞
静
膨
大
樹
一
資
産
価
格
が
上
が
り
、
本
当
に
良
く
な
費
に
使
わ
れ
る
か
ら
、
商
品
は
い
ず
れ
た
た
き
つ
ぶ
し
た
。
さ
ら
に
、
せ
っ
か

同
醐
幽
・
圃
圃
醸
闘
臨
圏
諸
工
大
一
る
。
逆
に
、
株
や
土
地
で
大
損
し
か
ね
さ
ば
け
、
失
業
も
な
く
な
る
と
説
明
さ
く
軽
や
か
な
が
ら
持
ち
直
し
て
き
た
株

粗
鋼
騨
町
東
阪
一
な
い
と
聾
戒
し
、
資
産
価
格
が
下
が
れ
れ
て
き
た
。
私
は
そ
れ
は
違
う
と
考
え
価
に
梢
費
税
増
税
で
冷
や
水
系
び
せ
一
一

四 

覇
軍
内 

ば
、
審
議
く
な
る
。
大
東
心
理
に
て
い
る
。
人
々
は
カ
ネ
を
使
う
だ
け
で
た
。
し
か
も
、
企
業
が
リ
ス
ト
ラ
喜
一
一

同

日

本

経

済

は

長

い

目

で

み

る

と

パ

ブ

り

、

金

融

機

関

の

破

た

ん

で

雇

用

不

安

一

一

期

ル

崩

霊

祭

祝

が

ま

だ

続

い

て

い

る

-

一 

h
u
A
ロ
ド
〉 

、 

た

資

産

価

格

の

大

幅

下

落

が

も

た

ら

し

一

せ

て

い

る

。

=

田
町
た
傷
は
深
く
、
簡
単
に
は
回
復
し
な
い
。
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
な
く
、
持
っ
と
と
自
体
に
価
値
そ
昆
い
効
撃
の
悪
い
日
本
の
シ
ス
テ
ム
の
改
=

酬
い
ま
バ
ブ
ル
景
気
の
さ
な
か
に
あ
る
人
々
は
持
っ
て
い
る
株
や
土
地
の
価
だ
す
。
「
カ
ネ
持
ち
願
望
」
「
夢
そ
見
革
は
バ
ブ
ル
の
好
祝
時
に
し
て
お
く
べ
一
一

同
…
米
国
は
、
ほ
ほ
三
十
五
年
間
の
周
期
で
格
の
変
動
に
よ
っ
て
、
稼
い
だ
所
得
の
る
た
め
」
と
い
っ
て
も
い
い
。
持
っ
て
き
と
と
だ
。
一
小
況
の
い
ま
は
公
共
部
門
=

明
株
価
の
高
騰
と
停
迷
を
絹
り
返
し
て
い
ど
れ
ぐ
ら
い
そ
消
費
に
使
う
か
を
決
め
使
っ
て
、
二
度
楽
し
む
の
だ
。
ま
で
リ
ス
ト
ラ
し
て
は
い
け
な
い
。
情
一
一

fυJ

欄
る
。
前
回
の
株
価
の
山
は
朝
鮮
戦
争
る
。
株
が
値
上
が
り
す
れ
ば
カ
ネ
持
ち
だ
か
ら
、
貯
蓄
分
は
有
効
需
要
が
不
報
通
信
や
翠
震
髄
な
ど
将
来
の
戦
略
一
一

f

棚
後
、
そ
の
前
は
一
九
二 
0
年
代
後
半
に
な
っ
た
気
分
で
、
所
得
が
少
な
く
て
足
ず
る
。
い
ま
は
消
費
者
に
と
っ
て
目
産
業
に
公
共
投
資
そ
振
り
向
げ
る
べ
き
一

一
一
だ
。
山
と
山
の
聞
に
は
玄
恐
慌
そ
は
じ
も
買
い
物
そ
す
る
。
株
が
値
下
が
り
す
新
し
い
も
の
が
少
な
く
な
り
、
カ
ネ
を
だ
ろ
ろ
。
甑
税
は
一
平
兆
円
を
超
え
る
一
川

閉
め
、
長
く
深
刻
な
谷
が
あ
っ
た
。
日
本
る
と
、
そ
の
分
を
補
お
う
と
貯
蓄
す
使
う
の
が
楽
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が
ま
資
産
価
値
そ
失
っ
た
中
で
は
効
果
が
薄
一
回

一
…
も
パ
ブ
ル
崩
壊
後
、
十
数
年
の
不
祝
を
る
。
貯
蓄
分
は
い
つ
ま
で
も
消
費
に
向
す
ま
す
減
っ
て
い
る
。
「
カ
ネ
こ
そ
い
よ
う
に
思
う
。
(
践
)
田

1
Z
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